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まえがき 
 

「急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律」は昭和４４年に制定され、一昨

年、制定５０周年の節目を迎えました。この法律は、その名のとおり「急傾斜地の崩壊

による災害の防止」が目的であり、法第１２条には「都道府県が施行する急傾斜地崩壊

防止工事」が謳われ、本県でもこれまでに５００を越える法指定区域にて対策を実施し

てきたところです。 
対策として設置する急傾斜地崩壊防止施設は、これまで本県独自の規定である「地す

べり・急傾斜設計基準(案)」（急傾斜地編）に基づいて、その計画や設計が行われてき

ました。この基準は、昭和６２年４月に策定され、平成１２年４月に改訂されています

が、その後、平成１６年には「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に

関する法律」、いわゆる「土砂災害防止法」に関連し急傾斜地崩壊防止施設の設計に関

する新たな手法や設計外力が示され、さらには「道路土工」の各種指針、のり枠工や落

石対策など、関係する基準もその後、相次いで改訂が行われています。しかし、こうし

た関連基準の改訂内容の適用については、その都度、対応方針が事務連絡等により通知

されているのみで、現行基準には反映されていません。 
以上の背景から、現行基準は形骸化し、非実用的な状態となっている一方で、現在、

土砂災害防止法による土砂災害警戒区域等の指定が進み、ハード対策としての急傾斜

地崩壊防止工事への期待が一層高まっています。こうした期待に応え、今後更なる事業

推進を図るためには、施設整備の指針となる新たな基準が必要不可欠で、その策定が急

務となりました。 
そこでこの度、最新の知見を取り込んで内容の充実と質の向上を図り、急傾斜地崩壊

防止施設の計画および設計に関する基準として十分に機能する「急傾斜地崩壊防止施

設設計の手引き」を策定した次第です。本手引きが今後の急傾斜崩壊防止施設の更なる

質の向上と、急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する対策の更なる進捗に資すれば、

幸いです。 
 
令和３年３月 

  愛知県建設局砂防課長    
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